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【目的】本学の栃木県地域枠入学制度も 5 年目を迎え
た．そこで，本研究は，地域枠の学生が健康教室を行
うことで地域住民の関心や教育成果に与える影響を検
討することを目的とした．また，地域医療を学ぶ学生
として，地域に根ざした活動の実践を通して，将来の
地域医療への礎を築くとともに，プロフェッショナリ
ズムの育成を促す効果があるか検討した．
【方法】平成 26 年度栃木県地域枠入学者 10 名 （男
子：6 名，女子 4 名） 全員は，地域医療教育学講座の医
学研究室配属を履修する．まず，壬生町の健康教室に
ついて実際どのようなものか知るために，平成 26 年 6
月 1 日に開催された壬生町主催の「健康づくりのため
のボディデザイン教室」に参加した．その後，健康教
室のテーマを検討し，「食中毒予防」となった．健康教
室は，11 月 15 日に壬生町保健福祉センターにて開催
することとなった．それまでに役割分担を決め，食中
毒に関して調べてパワーポイントを作成して健康教室
の準備を行った．
【結果】当日の参加者は，壬生町住民 8 名 （女性のみ：
平均年齢 73.9 歳） であった．医学生の参加者は，8 名 
（男性：4 名，女性 4 名，平均年齢：20.3 歳） であった．
健康教室前後に参加者全員にアンケート用紙を配布
し，①食中毒の分類②栃木県内の発生状況について③
予防 3 原則について④加熱が無効な食中毒について⑤
重い後遺症を残す可能性のある食中毒について⑥腸管
出血性大腸菌 （O157 など） の死亡例について⑦ノロウ
イルスの感染経路について⑧正しい手洗い方法につい
て，以上 8 項目に関して 1 （全く知らない） 〜 5 （よく
知っている） の 5 段階で評価してもらった．その結果，
健康教室後には，評価点が大きく上昇した．自由記載
の感想では，「大変わかりやすく説明いただき，理解で
きた．いつも心がけているが，これからもしっかり気
をつけていきたい」等，高評価を得た．学生にとって
は，自分たちの力で健康教室を開催したことが大きな
力となって，学習意欲が向上した．
【考察・結論】学生たちが積極的に健康教室を行うこ
とにより，参加住民の教育効果が上昇した．さらに，
学生の地域への関心が高まり，地域の人々とコミュニ
ケーションをとることでプロフェッショナリズムの育
成に良い効果を与えることが示唆された．
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【背景と目的】発表者は 2014 年 4 月から看護学部
教員として赴任し看護大学生の教育の一部を担っ
ている．今年度は，睡眠をテーマにした卒業研究
と総合実習を希望した 4 年生 3 名を担当した．ま
た今回は，発表者が兼務する大学病院睡眠医療セ
ンターにおいて，看護学部生を対象にした睡眠医
療教育の実習を開始した初年度でもあった．本発
表では総合実習の内容の紹介とともに，睡眠学・
睡眠医療における看護教育の重要性と今後の課題
を考察した．
【実習の目標】新患と再診患者の抱える睡眠の問
題点の抽出と看護介入すべき点の考察，睡眠ポリ
グラフ検査の適応と方法の理解であった．
【実習の内容】実習は，大学病院睡眠医療センタ
ーにて 2014 年 6 月と 7 月に各 1 回 2 週間ずつ行わ
れた．対象となった患者は，睡眠時無呼吸症候群，
ナルコレプシー，レム睡眠行動異常症，レストレ
スレッグス症候群，不眠症等の睡眠関連疾患およ
び各種神経疾患 （パーキンソン病，多系統萎縮症，
てんかん，片頭痛，脳血管障害等） に伴う睡眠障害
であった．新患は問診票と睡眠日誌の記載等，再
診患者は睡眠時無呼吸症候群の CPAP 療法を導入
時の説明やトラブルへの対応，睡眠ポリグラフ検
査をうける患者は検査入院の説明と検査施行の立
合，検査結果の説明について学んだ．1 名の学生は
実習期間中に卒業研究も行った．
【結語・今後の展望】今回の実習から，看護学生
の睡眠に対する関心度の高さを見出した．医療現
場において患者の抱える睡眠の問題への介入に看
護師の役割は大きいと思われる．看護師による患
者の睡眠状態の詳細な観察と記録から発見される
睡眠中の新たな現象・問題点の抽出とその科学的
検証 （看護学と医学との共同研究），睡眠医療チー
ムの一員としての看護師の役割 （睡眠看護学） と
上級看護師へのキャリアアップに重要な領域と思
われる．以上より，看護学部において睡眠学・睡
眠医療の系統的な卒前教育は重要である．
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